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午前１０時００分 開議

定足数に達しており○議長（馬場騎一君）

ますので、３日目の本会議を開きます。

本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第３号をもって進めます。

─────────────────

◎日程第１ 市政に対する一般質問

日程第１ きのうに○議長（馬場騎一君）

引き続き、市政に対する一般質問を行いま

す。

３番奥本菜保巳議員の登壇を願います。

おはようございま○３番（奥本菜保巳君）

す。日本共産党、奥本菜保巳でございます。

去る２５日の北朝鮮の２度目の核実験強行

は、国連安全保障理事会決議に明確に違反す

る暴挙であり、厳しく抗議するものです。

北朝鮮の核実験強行は、オバマ米大統領

が、核兵器のない世界を追求することをアメ

リカの国家目標に掲げるとしたプラハでの演

説など、最近の核廃絶への機運の高まりに逆

行するものです。北朝鮮に対しては、国際社

会が一致団結し、核の放棄と６カ国協議に復

帰することを要求し、平和的・外交的解決を

願うものです。

それでは、一般質問に入ります。

第１の質問、インフルエンザ対策、米軍の

検疫体制について伺います。

世界的に新型インフルエンザの感染が広が

る中、米軍基地では、日本の検疫なしに出入

国が可能となっています。米軍基地所属の男

性兵士が、新型インフルエンザ感染者と同じ

飛行機で日本に入国し、感染者の濃厚接触者

に該当すると公表されました。

このように、国内では水際阻止の対策が徹

底され、そして、濃厚接触者の居住地や移動

先など一定の情報を公開し、地域住民に注意

を喚起しています。

しかし、基地内では、日米地位協定におい

て、検疫については米側が実施するとされて

います。要するに、米側任せとなっています

し、情報公開の不透明性といった点からも、

不安は払拭できません。

そこで、伺います。新型インフルエンザの

世界的広がりが危惧された４月、５月におい

て、米軍三沢基地の米兵や家族など、米軍関

係者の出入国者数はどのくらいか、また、ど

のような体制で検疫を行っているか、その対

策や情報をどのように市民に公表し、不安払

拭の対策をとるのか、伺います。

次に、第２の質問、福祉問題の保育料減免

規定について伺います。

昨年秋以降、世界的な金融危機の影響によ

る景気悪化が深刻になっている中で、与謝野

経済相は景気の底打ちを表明いたしました。

しかし、依然として企業が厳しいリストラを

続ける構えを崩しておらず、ますます雇用状

況の悪化が進むことは明らかになっていま

す。

４月の完全失業率は５％まで悪化し、雇用

不安は深まるばかりです。ハローワーク三沢

での有効求人倍率は０.２３と、依然として

厳しい数字となっています。働きたくても働

けない人がふえています。また、一家を支え

る主のリストラや収入減などにより、生活が

苦しくなり、保育料の支払いが困難になって

いる家庭もあるということです。

三沢市の保育料は、他の自治体と比較して

も、特に高いというわけではありません。し

かし、保育料は前年分の所得により計算され

るため、ことし突然リストラされた方や給料

が減額された方の場合、保育料の支払いが生

活に重くのしかかることになります。

三沢市保育料徴収規則の第５条には、「費

用の全部又は一部を減免することができる」

と記されています。その内容として、「(1)

疾病、事故又は失業等のため所得が著しく減

少したとき。(2)風水害、火災その他これに

類する災害により住宅又は家財について被害

を受けたとき。(3)その他市長が特に必要と

認めたとき」とあります。

そこで、市長が特に必要と認めたときと

は、具体的にどのような場合か、また、減免

に関する規則などを定めているのか、あれ

ば、その内容を伺います。
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また、今後、さらなる雇用状況の悪化によ

り生まれる生活困窮者に対し、三沢市として

救済措置をどのようにされるのか、伺いま

す。

次に、福祉問題、２点目ですが、わんぱく

米の支給事業について質問します。

国の緊急経済対策における子育て支援とし

て、地産地消わんぱく家族米支給事業、１８

歳未満の子供が４人以上いる世帯を対象に、

米６０キロを支給するとしています。種市市

長の立案は大変評判のよいものと伺っていま

す。

私の知り合いですが、数年前、御主人に先

立たれ、残された男の子２人を育てている母

子家庭の方がいます。その当時、小学生の男

の子２人でしたが、彼女は、男の子２人だと

本当に毎月の米代がかかって大変だと言って

いました。現在は、その子供たちも高校生に

なっていますが、お弁当３人分なので、１日

６合は炊かないと間に合わない。家族３人だ

けど、１カ月３０キロは食べていると言って

いました。それを見かねて、祖父母が孫のた

めにとお米を買ってくれるので助かっている

と言っていました。

これはまさしく市長のわんぱく米支給事業

の趣旨に合致しており、このような食べ盛り

のお子さんを抱えるひとり親世帯や、失業等

で生活が困窮した場合等にも、米の支給事業

は必要だと考えますが、市長の考えを伺いま

す。

次に、第３の質問ですが、教育問題。経済

的に就学困難な児童・生徒に対する就学援助

について伺います。

日本は、国内総生産――ＧＤＰに対する学

校教育費の割合は、先進国の中で最も低いも

のとなっています。その反面、親が負担する

教育費の額そのものは、世界一高いと言われ

ています。

現在、深刻な経済状況の中で、子供の貧困

の広がりが問題となっています。経済的理由

により就学困難と認められる小中学生は、全

国で７人に１人に上っています。

このような経済的な理由などにより就学が

困難な児童・生徒の保護者に対しては、学用

品費、給食費、新入学学用品費、修学旅行費

等の一部を助成する就学援助制度がありま

す。

景気悪化が進む中での生活困窮者や、離婚

や死別などによる、ひとり親世帯がふえてい

ることもあり、就学援助支給者は増加の一途

をたどっています。

しかしながら、小泉内閣の三位一体改革

で、０５年度から、準要保護者の就学援助費

の国庫補助が廃止されました。そのことによ

り一般財源化され、自治体の負担が大きくな

ることにより、支給を減額する自治体が広

がっていることが懸念されています。

そこで、伺います。三沢市において、０５

年度と０８年度とを比較し、就学援助の支給

額はどのようになったのか、支給基準額の引

き下げは行われたのか、申し込み数と実際に

認定された数はどうか、これからも雇用悪化

からふえることが予想される就学援助申請に

対し、三沢市としての今後の対応を伺いま

す。

次に、第４の質問ですが、環境問題につい

て伺います。

地球温暖化は、オーストラリアの干ばつ、

砂漠化、世界的な異常気象などの原因とさ

れ、人々の生活に大きくかかわる重大な問題

となっています。そのため、先進諸国、新興

国などによる温暖化対策が急務とされていま

す。

日本では、京都議定書により課せられた温

暖化ガスの排出削減目標を達成するため策定

された、地球温暖化対策の推進に関する法律

があります。その国や地方自治体がみずから

排出する温暖化ガスの抑制計画をつくり、実

施状況をあわせて公表する。排出量の多い企

業は抑制に努めるなどが主な柱となっていま

す。

そうした中で、将来枯渇するとされている

石油などの化石資源やリスクの大きい原子力

発電とは異なり、発電時に二酸化炭素を排出
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せず、無尽蔵の日光を活用することで電気を

起こせる太陽光発電システムが注目されてい

ます。今年度から国も普及に力を入れ、０５

年に打ち切った一般住宅設置費用の一部を補

助する制度を復活させました。

新聞に掲載されていた埼玉県川口市を例に

とると、一般住宅に３キロワット、１８畳の

太陽光パネルを設置した場合、費用は２１０

万円になりますが、補助金は、国が２１万

円、県が９万円、川口市が１５万円となり、

合わせて４５万円が補助されます。

さらに、余剰電力を売ることができる買い

取り制度を活用すると、来年度から政府が売

る電力価格を現状の１キロワット２４円から

４９円に引き上げ、設置費用が早く回収でき

るようにするとしています。

国は、２０２０年に太陽光発電導入を現状

の１０倍、２０３０年に４０倍にすることを

目標にしており、普及はこれから本格化する

見通しです。

また、最近、低迷している建築関連地元業

者の仕事確保の機会にもつながり、温暖化対

策と景気回復の一石二鳥ともなり得ます。

そこで、伺います。青森市や八戸市が、今

年度から太陽光発電を設置する世帯に対する

独自の補助制度を始めるとしていますが、三

沢市の取り組みはどのようになっているの

か。

また、青森県では、今年度、八戸合同庁舎

に太陽光発電施設を整備する計画を進めてい

るということが新聞で報道されています。国

や県が取り組みに力を入れてきている中、三

沢市として、学校などの公共施設に設置する

施策はあるか。

また、東北電力が八戸市に太陽光発電所を

建設する計画を進めていると報道がありまし

た。太平洋沿岸は太陽光発電には適している

ということです。三沢市にはやませがありま

す。しかし、それは問題ないということで

す。それよりも塩害が問題になるそうです。

屋根材などに設置する場合は、さびやすいの

で適さないとのことですが、陸地に設置する

のであれば問題ないということです。

三沢市には、移転跡地など広大な放棄地が

あります。国有地となっていますが、このよ

うな土地を活用し、太陽光発電所立地を国、

県、東北電力などに働きかける考えがある

か、伺います。

次に、第５の質問ですが、市民サービスに

ついて伺います。

市民の皆さんが、さまざまな手続や相談等

で市役所を訪れた際に、どこで用事が足せる

のか、また、高齢の方であれば、書類手続や

記入ができずに戸惑っているケースが見受け

られます。高齢の方が税務課に行って、定額

給付金の通知書へ記入することができず、職

員にかわりに書いてほしいと頼んだりしてい

るケースもあったということです。

また、三沢市の場合、転入者も多いことか

ら、引っ越しされてきたばかりの方々は、ど

の課に行けばいいのか、水道事業所や福祉施

設などの公共施設の所在地を確認することも

容易ではないでしょう。

このような方々に対して、きめ細やかな市

民サービスが必要だと思います。職員数削減

により、市民サービスの低下が心配されてい

ます。

そうした中、むつ市では、市民への対応を

主な業務とする窓口サービス専門員、非常勤

特別職を配置したということです。市民サー

ビスの向上のほか、雇用促進についても効果

があります。

私が提案する窓口サービス専門員とは、総

合案内窓口を設置し、市民のニーズにこたえ

られる専門員のことです。サービスのプロと

して、各種事務手続や各課への案内がしっか

りとできる知識を持っていることが条件にな

ります。専門員の配置に取り組み、非常勤特

別職を採用することで雇用効果も期待できま

す。

そして、市民の目線に立った、市民の利便

性が向上される、親しみやすい市役所を目指

すべきと考えますが、執行部の考えを伺いま

す。
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以上をもちまして、一般質問を終わりま

す。

ただいまの３番奥本○議長（馬場騎一君）

菜保巳議員の質問に対する執行部の答弁を求

めます。

市長。

ただいまの奥本議員○市長（種市一正君）

さんの御質問のうち、インフルエンザ対策の

米軍の検査体制については私から、その他に

つきましては副市長ほか関係部長等に答弁さ

せますので、御了承願いたいと思います。

まず、米軍によるところの新型インフルエ

ンザに関する検疫体制についてでありますけ

れども、在日米軍におきましては、新型イン

フルエンザウイルスに関し、日本側と同様の

措置を講じているとのことであります。

具体的には、入国するすべての者に対しま

して、厚生労働省が配付しているものをベー

スとして作成されました質問票を配付し、イ

ンフルエンザの症状を示していないかどうか

を調べ、その結果、インフルエンザに感染し

ている可能性が疑われる者は、治療のために

医療施設に搬送され、インフルエンザ患者の

近くに座っていた者は、インフルエンザに感

染していないかのことを判明するまで隔離さ

れるなどであります。

三沢基地へ海外からの軍人等が直接入る場

合があるかとのことでありますが、軍関係者

が海外から三沢基地へ直接入るということは

なく、成田空港もしくは横田基地を経由して

出入国となるとのことであります。

また、三沢基地内では、病院に保健所が併

設されておりまして、新型インフルエンザに

罹患した疑いがある場合には、必ず上十三保

健所と連絡をとることになっております。

次に、軍人・家族の国外旅行も含めた出入

国の４月、５月の状況についてでございます

が、関係機関に問い合わせたところ、具体的

な人数の把握はしていないということであり

ます。

最後に、基地内のインフルエンザ対策等の

市民への周知についてでありますけれども、

きのうも述べましたが、新型インフルエンザ

国内発生後、５月１３日に三沢市新型インフ

ルエンザ対策本部を設置し、さまざまな対策

を講じ、その中で、新型インフルエンザに関

する情報の市民への周知を図ってきておるわ

けであります。今後とも関係機関と連携を密

にしまして、適宜、市民への周知を図ってま

いりたいと考えておりますので、御理解をい

ただきたいと思います。

以上であります。

副市長。○議長（馬場騎一君）

環境問題について○副市長（大塚和則君）

の御質問にお答えをいたします。

太陽光発電につきましては、地球温暖化防

止のため、ＣＯ の削減に向けて、クリーン２

エネルギーの重要性が見直されている昨今、

化石燃料の代替エネルギーとして世界的に注

目を集めております。

また、世界同時不況下にあって、設備投資

が増加している成長産業というか、成長業種

でもあります。

このようなことから、当市といたしまして

は、ぜひとも市内に関連企業を誘致いたした

く、数社に対し企業訪問を行い、当市の利点

をアピールするなど、努力を重ねておるとこ

ろでございます。

このような中、国においては、太陽光発電

の導入を住宅や事業所等に促す政策を打ち出

しており、各種の助成制度を創設していると

ころであります。

当市といたしましては、一般住宅向け太陽

光発電施設への補助や公共施設への太陽光発

電の導入に関しては、国の助成制度だけでな

く、当地域の日射量、施設のトータルコスト

などを考慮し、その有効性などを慎重に見き

わめながら、今後の対応を検討してまいりた

いというふうに考えております。

一方、各地の電力会社により組織されます

電気事業連合会は、平成３２年度までに、メ

ガソーラーと呼ばれる大規模太陽光発電所

を、全国のおよそ３０カ所に建設する計画で

あることを発表し、東北電力では、八戸市の
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火力発電所敷地内などにメガソーラーを設置

する予定であると報道されました。

議員さん御提言にもありましたが、当市と

いたしましても、このメガソーラーの動きと

集団移転跡地の利活用を結びつけることがで

きないかということを模索しているところで

あり、現在、集団移転跡地の所有者である国

から、仮に太陽光発電パネル等関係施設を設

置する場合の可否や、土地利用に関する制約

の有無等について照会をしておるところでご

ざいます。

今後、立地を希望する企業があらわれた場

合には、具体的に検討してまいりたいという

ふうに考えております。

以上でございます。

総務部長。○議長（馬場騎一君）

市民サービスに○総務部長（工藤智彦君）

ついての御質問にお答えします。

御質問の窓口専門員の配置についてでござ

いますが、以前、１階ロビーにカウンターを

設置し、窓口案内人１名を配置しておりまし

たが、平成１６年に、来庁者の利用頻度が少

ないことから、この案内人を廃止した経緯が

ございます。

この廃止に伴い、どこで申請手続や相談を

すればいいのかわからない市民の方に対して

は、１階の広報広聴課、市民課、税務課など

の窓口で対応しているところであります。

市では、市民ニーズに的確に対応するため

の新たな行政サービスとして、住民移動等の

際に、複数の課に関連する手続を１カ所で済

ませることができる窓口一本化体制の構築、

いわゆるワンストップサービスについて検討

を重ねております。

この検討の中で、訪ね先がわからない市民

の方や、手続の説明を受けたい方々へのサ

ポート体制を含め、総合的に検討してまいり

たいと考えております。

以上でございます。

健康福祉部長。○議長（馬場騎一君）

福祉問題○健康福祉部長（米田光一郎君）

についてお答えいたします。

議員さん御質問の保育料の減免につきまし

ては、三沢市保育料徴収規則第５条に、「疾

病、事故又は失業等のため所得が著しく減少

したとき。風水害、火災その他これに類する

災害により住宅又は家財について被害を受け

たとき。その他市長が特に必要と認めたと

き」、このときに「費用の全部又は一部を減

免することができる」とあります。

市としていたしましては、この規則に基づ

き、減免申請があった場合は、審査を踏まえ

て減免措置を講じてまいりたいと考えており

ます。

なお、これまでの保育料の減免の実績に関

しましては、平成１７年度に火災による減免

の認定が１件、平成１８年度以降は減免申請

がない状況でございますが、今後は、制度そ

のものの周知を図ってまいりたいと考えてお

ります。

御質問の、市長が特に必要と認めた場合と

はいかなる場合かにつきましては、例示され

た事象と同程度に減免措置の必要性が高い想

定外の事象が生じた場合に、同条を適用させ

る救済のための規定であります。事前に事例

を想定したものではございません。検討すべ

き事例が生じた場合に、個別・具体的に審査

させていただきたいと考えております。

次に、わんぱく家族米支給事業として、現

在、１８歳以下の子供４人以上の世帯に米６

０キログラムを支給している事業を、生活困

窮者や母子家庭にも支給する考えはないかと

の御質問にお答えいたします。

わんぱく家族米支給事業は、地産地消を推

進するとともに、子育て支援対策として、特

に子供を多く持つ家庭を支援するための事業

であり、生活困窮者や母子家庭に対する支援

とは、事業実施の目的が別のものと考えてお

ります。生活困窮者や母子家庭に対しまして

は、それぞれ他の、現行の社会保障制度の中

で支援されているものと考えております。

以上であります。

教育長。○議長（馬場騎一君）

就学援助制度の１○教育長（横岡勝栄君）
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点目、当市の就学援助制度の認定基準につい

ては、三沢市要保護及び準要保護児童生徒認

定要領に基づき、申請世帯の総所得や課税状

況、また、世帯人数等における需要額などを

算出し、生計の状況を総合的に判断した上で

認定しております。

次に、国庫補助金廃止前と廃止後の準要保

護児童・生徒申請数と認定数については、平

成１６年度は、申請数４９１名に対し、認定

数は４８５名、平成１７年度は４３８名に対

し４３５名、平成１８年度は５６０名に対し

５４７名、平成１９年度は６１２名に対し６

０６名、平成２０年度は６３６名に対し６２

２名、今年度――平成２１年度は、６月１日

現在で６１５名に対し６０３名となっており

ます。

次に、準要保護児童・生徒に対する支給状

況の詳細については、修学旅行費、医療費の

自己負担分、給食費は全額を支給、学用品費

は、新入学時に支給するほか、毎年、定めら

れた金額を支給しております。

次に、就学援助制度の２点目、今後の就学

援助については、社会経済状況や雇用状況な

どを的確に見きわめながら、就学児童の学校

生活に支障を来さぬよう、地域の実情をよく

分析した上で、時勢に即応した制度の見直し

などを検討するとともに、これまでと同様に

広報みさわへの掲載と、学校を通じた専用チ

ラシの配布のほか、マックテレビ、三沢市

ホームページでも制度の周知を図り、市民へ

の適切な情報提供を進めてまいりたいと考え

ております。

以上でございます。

３番。○議長（馬場騎一君）

それでは、４点再○３番（奥本菜保巳君）

質問させていただきます。

基地内のインフルエンザ対策について、ま

ず１点目で再質問させていただきます。

三沢市では、部長さんからもお聞きました

けれども、県内どこよりも早く新型インフル

エンザ対策本部を設置し、万全の体制をとっ

ていると、三沢市は大丈夫ですと自負されて

おりました。

ところが、やはり米軍基地内では、あくま

でも米軍任せになっているわけです。上十三

保健所に確認しましたら、その担当者が言う

には、新聞報道でも日本と同様の健康診査を

義務づけているのですから、実施しているで

しょうと、そういうふうな回答でした。で

しょうということは、実際に行われていると

いうことが実証されていないということなの

です。

例えば、ちょっと話は飛躍しますけれど

も、私、以前、建築関係の仕事をしていまし

て、家を建築するとき、現場監督がいて、設

計書どおりに工事されているか必ずチェック

をして、確認しながら仕事を進めます。です

から、そのときに施主さんに対して、多分、

大工さんがちゃんとやっているでしょうと、

そういうふうなことは言えないのです。ま

た、市役所の仕事でもそうだと思うのです

が、県の監査が入ります。必ず調査している

のです。

米軍だったら何でも許されるのかと。これ

では市民の不安は払拭されません。どのよう

に予防対策を実施しているのかをきちんと現

場調査する必要があると思います。そして、

それをしっかりと市民の皆さんに情報公開す

る、周知するということが必要だと思いま

す。その点について再質問いたします。

次に、保育料減免についてです。

私、家庭福祉課のほうにお邪魔して、保育

料の支払い困難な方のことを聞きました。７

名ぐらいいらっしゃると言ったのですが、そ

の方たちに対してどうしていますかと聞いた

ら、分割で支払っていただいていると。

なぜ、保育料徴収規則の第５条に、費用の

全部、一部を減免することができるとあるの

に、保育料が大変ですと問い合わせが来たと

きに、そのことを知らせないのですか。やっ

ぱりしっかりと生活の実態を調べて、生活が

困窮しているのであれば、この第５条の規則

どおりに減免してあげるのが行政の仕事では

ないでしょうか。
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先ほど言いましたけれども、市長が特に必

要と認めたときとありますが、これが、今の

状況に応じて規定するとありますが、東京の

狛江市の場合なのですが、狛江市は、市長が

特別の理由があるときというときにはどのよ

うな対応をとるかということで、狛江市保育

所保育料徴収金減免要領というのをちゃんと

作成しています。これをきちんとつくって、

こういうふうな事情があるとしたときには、

こういう減免措置がありますよと親切に教え

ています。

やはり三沢市は、そういうところが私は足

りないと思います。ぜひこういうところを、

これから改善されるかどうか、もう一度お聞

きしたいと思います。

次に、教育問題ですけれども、就学援助制

度。

これも私、調べさせていただきました。三

沢の教育委員会は、十和田に比べると、学校

給食費が公費負担、無料で負担しています。

十和田は、給食費が保護者負担になっていま

す。ですから、三沢市のほうが保護の部分で

は、私はしっかりと保護者の立場に立って規

定されているというふうに感じました。

ただ、やはりだんだんに自治体の負担とい

うのが、国庫補助が削られて厳しくなり、今

後どうにもならなければ、そうではなくても

教育費はどんどん削られていると思いますの

で。それで、これから何年か先に、財政が大

変だということで、削らなければならない事

態にならないためにも、認定基準を下げない

ためにも、国庫補助を復活させるように国に

働きかける必要があると思いますので、その

辺についてお伺いしたいと思います。

次に、最後、第５、市民サービスについて

再質問いたします。

先ほど、三沢市では利用者の人数が減って

いるので、案内の人をなくしたと言いました

けれども、むつ市では、総合案内窓口があっ

て、広報広聴課で行っています。今現在、三

沢市も、入ってすぐこちら側に広報広聴課が

ありますね。そこを活用してもいいわけで

す。

やはり市民の皆さん、うろうろしているの

です。私も、前に市役所に来たときに、どこ

に行っていいのかわからなかったのです。そ

の辺にいる窓口の方に聞きに行ったりとか、

そういうふうな形の経験もあります。そうい

うことも考えると、やはりきちんと案内をす

る人が必要だと私は思いますので。

また、そのときに、庁舎の配置図を作成し

て、以前、職員の方に聞きましたら、高齢者

の方なのですが、どこに行けばいいかと、わ

からないと言ったときに、職員の方が地図を

手書きで書いて、ここに行ってくださいと丁

寧に教えたということなのですけれども、前

もってきちんとそういう配置図を用意してお

けば、常に出して、ここですよと、行きたい

場所はここですよというふうにお知らせでき

るわけですから、そういう配慮もぜひ考えて

いただきたいというふうに思うので、その点

についてお伺いします。

あと、市民課の書類手続等に、よく銀行に

行くと、親切な方が立っていまして、すごく

わかりやすく教えてくださいますね。やはり

市民課の書類手続には、書き方がわからない

という方が大変多いと思うのです。そのとき

に、交代制でもいいですから、職員が出てき

て、そして、そういう方たちに親切に対応す

ると、そういう配置をしてはどうでしょう

か。これについて再質問させていただきま

す。

以上です。

答弁願います。○議長（馬場騎一君）

健康福祉部長。

米軍のイ○健康福祉部長（米田光一郎君）

ンフルエンザ対策のことを実施しているかど

うか確認したかということですが、まず、そ

の前段として、４月３０日、三沢の米軍基地

司令に対し、新型インフルエンザ発生に伴う

対応についての要請文を出しております。こ

れに対しましては、日本と同様の措置をとり

たいという回答を得ております。

県では、さらに５月１０日に、新型インフ
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ルエンザに対する要請を東北防衛局に行って

おります。

実際の確認の件ですが、福祉事務所のほう

で、上十三保健所長に様子を電話等で確認し

ております。その内容は、疑いがある方だっ

たわけですが、その方の体温とか病状とか、

自宅でどういうふうにしているかとか、それ

を毎日、保健所長が確認しております。その

ことを我々も保健所から再度確認しておりま

す。

これまで、防災訓練等において、米軍医療

スタッフの対応等を拝見させていただいてお

りますが、統制されている軍組織として、三

沢米軍基地では、十分な予防等の対応がなさ

れているものと考えております。

次に、保育料の減免の件ですが、三沢市で

は、狛江市のように、特に三沢市長が認めた

場合はどういうことかというのを具体的に規

定した要領等は、現在はございません。

ただ、この点につきましては、窓口等で対

応職員が、困ったという相談を受けますと、

詳細に確認しております。そういう個別対応

でやっておりますが、今後のことにつきまし

ては、民生委員とか、三沢保育事業連合研究

会とか、そういうところと若干協議しなが

ら、御意見をいただいて、さらに細かいもの

がつくれるかどうか検討してまいりたいと考

えております。

教育長。○議長（馬場騎一君）

ただいまの再質問○教育長（横岡勝栄君）

にお答えさせていただきます。

お話のとおり、０５年度以降、就学援助制

度の国庫補助が打ち切られました。その以降

は、自治体の負担が大変大幅に膨れ上がって

きているというのが現実であります。

この国庫補助制度を復活させるための働き

かけというお話が御質問でした。実は、この

ことに関しては、私たち教育長会議でも、県

への要望事項に大きく掲げて要望しておりま

すし、全国教育長協議会という組織がありま

す。その組織の中でも、国への陳情、要望事

項としてしっかりと掲げて、国へも働きかけ

をしておりますので、お知らせしたいと思い

ます。

以上でございます。

総務部長。○議長（馬場騎一君）

広報広聴課を活○総務部長（工藤智彦君）

用しまして、案内人を置くべきではないかと

いう再質問にお答えいたします。

これにつきましては、先ほどの答弁の中で

も申し上げましたけれども、窓口の一本化体

制の構築ということは、三沢市総合振興計画

の中でも予定されておりますので、まず、行

政事務改善委員会の中で、総合的に検討して

まいりたいというふうに考えています。

それから、配置図につきましても、ただい

ま申し上げましたとおり、行政事務改善委員

会の中で検討してまいりたいというふうに考

えています。

それから３点目の、市民課の書類の書き方

の関係ですけれども、記載で、周辺で迷って

いるお客様には、市民課の職員が声をかけて

お知らせしておりますけれども、今後も市民

課に限らず、各窓口で目配りをしていきたい

と考えております。

以上でございます。

３番。○議長（馬場騎一君）

再々質問させてい○３番（奥本菜保巳君）

ただきます。

米軍基地内の、先ほども、どうしてもき

ちっと現場を確認していないということです

ので、それができるか、できないか、最後に

お聞きしたいと思います。

調査するべきだと思いますので、その辺を

努力されるのかどうか、聞きたいと思いま

す。

健康福祉部長。○議長（馬場騎一君）

現場をき○健康福祉部長（米田光一郎君）

ちんと市の職員が確認すべきだということで

すが、新型インフルエンザも当然ながら、感

染予防対策につきましては、感染予防法の定

めの中で、県知事が一義的に行うと。それに

三沢市のほうは、市町村は、後方支援する形

で行っております。ですから、県知事、具体
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的には保健所長が感染予防に関するさまざま

なことを決定し、調査いたしますので、市が

独自に調査できるかにつきましては、県と協

議してみたいと考えております。

以上で、３番奥本菜○議長（馬場騎一君）

保巳議員の質問を終わります。

それでは、一般質問を次に移ります。

１１番春日洋子議員の登壇を願います。

おはようございま○１１番（春日洋子君）

す。１１番公明党の春日洋子でございます。

通告の順に従い、質問してまいります。

はじめに、肺炎球菌ワクチンの公費助成に

ついてお伺いします。

高齢化社会を迎えた日本において、高齢者

の健康対策が重要な課題になっています。肺

炎は、日本人の死因であるがん、心臓病、脳

卒中に続き、第４位となってます。

特に、高齢者が肺炎にかかると重症化しや

すく、年齢とともに肺炎による死亡率が高く

なっています。

さて、肺炎球菌ワクチンは、肺炎の中で最

も多い原因となる肺炎球菌によって起こる病

気を防ぐワクチンであり、その接種に係る通

常１回の料金は６,０００円から９,０００円

程度ですが、１回の接種で５年以上は有効と

言われており、１年の負担で見ると２,００

０円程度の負担となります。

日本ではじめて肺炎球菌ワクチンの予防接

種に公費を助成したのは、北海道瀬棚町とい

う、かつては、老人１人当たりの医療費で全

国１位を続けた医療費高騰地域であり、過疎

化の影響で町民の多くは高齢者であることか

ら、医療費の抑制は自治体の重要課題であり

ました。

瀬棚町では、１９９９年に公立の荻野吟子

記念瀬棚町医療センターを開設し、肺炎球菌

ワクチンやインフルエンザワクチンの予防接

種に公費助成するなどの予防医療に取り組む

一方で、医師、薬剤師、保健師が連携し、町

民に対する健康意識の啓発活動に取り組んだ

ほか、薬剤の適正使用にも努め、さらに、学

校教育の中でも保健・医療の教育内容を充実

させていきました。

地域ぐるみで予防医療を推進していった地

道な活動によって、町民の健康意識は次第に

高まっていき、３年後の２００２年には、老

人１人当たりの医療費がピーク時の約半分に

低下、町の医療費は約２億円も減少したので

す。

こうした瀬棚町の取り組みは、他の自治体

からも注目され始め、公費助成を実施する自

治体が、２００５年４月の時点では２３カ所

だったのが、本年３月では９０市町村にふえ

ており、最近においては、高齢化が進んでい

る地方だけでなく、東京都目黒区や千代田

区、武蔵野市などの都市部でも公費助成をす

るケースが出始めています。

また、スイカの栽培が盛んな農村地帯であ

り、高齢者だけの世帯もふえている長野県波

田町でも、２００６年６月から７５歳以上の

高齢者を対象にワクチンの公費助成事業を

行ったところ、３年間で、肺炎による入院数

や死亡数が減少し、健康寿命の増進ととも

に、数百万円もの医療費抑制効果を期待でき

ることがわかっています。

具体的には、波田総合病院の肺炎入院数

は、公費助成前の２００５年の５１人をピー

クに、２００６年は４１人、２００７年は３

７人と減少し、肺炎による死亡数も、２００

６年の１９人、２００７年の７人、２００８

年は３人と大幅に減少しました。

一方、公費助成を行っていない波田町のお

隣の松本市では、２００６年から２００７年

にかけて、逆に肺炎入院数がふえていたこと

を考え合わせると、ワクチンが波田町の肺炎

入院数と死亡者数を減少させたのではないか

と見られているように、肺炎球菌ワクチン助

成事業を実施している自治体では、その効果

を実感しています。

このように、予防医療の推進によって、疾

病を未然に防ぐのと同時に、市民への健康意

識を高め、最終的には医療費を抑制しようと

いう考え方が全国的に広がっていることか

ら、本市においても肺炎球菌ワクチンの公費



― 59 ―

助成についての取り組みを検討していただき

たく、お伺いします。

次に、特定健康診査及び特定健康指導の現

状と課題についてお伺いします。

昨年４月より、メタボリックシンドローム

の該当者や、その予備軍の発見に着目した特

定健診がスタートしました。もちろん、メタ

ボリックシンドロームに限らず、さまざまな

病気について、その早期発見・早期治療に

とって健康診査の重要性は大変高く、早期発

見により病気の治癒にも影響があり、早期治

療を開始することで、結果として医療費の抑

制にもつなげることができます。

また、予防事業を積極的に実施することに

より、病気にかかるのを事前に防ぐというこ

とも大事であります。市としては、保健指導

の充実を図ることで、市民の健康を守ること

につながります。

そこで、市の保健事業について、さらなる

取り組みが必要であるとの観点から、初年度

の特定健診受診状況はどのようであったか、

国保加入者への働きはどのようにされている

のか、受診率アップのために工夫し、取り組

まれている点は何か、これまでの現状とその

課題についてお伺いします。

続いて、マグネット式ハート・プラスマー

クの配付についてお伺いします。

ハート・プラスマークへの周知について

は、これまでもお願いをし、広報みさわへ掲

載するなどの取り組みをしていただくととも

に、市役所などの優先駐車スペースに設置し

ていただいた表示板に、ハート・プラスマー

クも取り入れられたことにより、さらに理解

が広がるものと期待されますが、改めて紹介

いたしますと、ハート・プラスマークは、身

体内部を意味するハートマークに思いやりの

心をプラスすることをあらわし、身体内部の

機能に障害のある方を周囲の方に周知するこ

とを目的としています。

内部障害や内臓疾患のある方は、外見的に

は健常者と区別がつかないため、駐車場で障

害者用のスペースに車をとめようとしたり、

電車などの優先席に座ろうとしたときなど、

周囲の人にけげんな顔をされるなどのさまざ

まな誤解を受けることがあります。体に不自

由があっても外観からはわからないため、自

宅や職場、また、学校やスーパーなどでも、

つらい思いを我慢せざるを得ない場合が多い

のです。

一般社会にこのような人たちの存在を視覚

的に示し、理解の第一歩とするために、この

ハート・プラスマークが生まれ、そして、障

害が見えないからこそ、このマークが必要と

いう声が高まり、内部障害や内臓疾患を持つ

人たちで、２００４年にハート・プラスの会

がつくられています。

今回、再びの質問となったきっかけは、御

主人が内部障害者である奥様からの切実な訴

えでありました。それは、５月号の広報みさ

わの中に紹介されていた、妊婦さん用のマタ

ニティマークを貸し出すコーナーを見て、こ

れはすばらしい、ぜひ内部障害者にも、周り

の人から理解してもらえるハート・プラス

マーク入りのものがあればいいのにと、以前

からずっと思ってきたということでした。

このマタニティマークの導入は、優先駐車

スペースに表示板は設置されたものの、利用

する場合に、妊婦さんの車かどうかは見分け

がつかないでしょうから、マタニティマーク

をつくって貸し出したらどうかとの健康推進

課の職員の発案と保健師さんとの見事な連携

によるもので、私も大変感動し、感謝の思い

でいっぱいになりました。

この取り組みは、東奥日報とデーリー東北

の各紙においてもカラー刷りで紹介されてお

り、先日、市内を走行する車の後部にピンク

色の温かいマタニティマークを発見し、何と

も言えない幸せな思いに浸りました。

このような優しい思いやりを内部障害者の

方へもお願いしたく、その取り組みをお伺い

します。

次に、児童虐待の現状と対応についてお伺

いします。

児童虐待の種類は、身体的虐待、性的虐
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待、心理的虐待、ネグレクト、いわゆる養育

の放棄があり、実際の虐待のケースでは、い

ずれか一つではなく、これらの四つのタイプ

が組み合わさり起こることが多く、また、児

童虐待は、子供の心に大きな傷となって残

り、自分に自信が持てない、対人関係が苦

手、自傷行為、人格障害、自分自身の子供へ

の虐待などの悪影響が起こり得ると言われて

います。

さらに、児童虐待の主なる要因、つまり、

親の心理として、望まない出産や望まれない

子供へのいらだち、配偶者の出産や子育てへ

の非協力や無理解に対する怒り、育児に対す

るストレス、再婚者への連れ子に対する嫉妬

や憎悪の４点が挙げられています。

新聞報道によりますと、悲しいことに、昨

年度の青森県内における児童虐待相談件数は

４４５件と、過去最多を更新したとのことで

した。皆さんの記憶に新しい事件としても、

青森市、七戸町では、虐待死の疑いのある乳

幼児の死体遺棄事件が発生しており、虐待の

早期発見が課題となっています。

また、大阪市西淀川区では、虐待を受けて

いた小学４年生の女児が、奈良県内で遺体で

見つかるという痛ましい事件が発生しまし

た。その際、学校や近隣住民が虐待を知りな

がら児童相談所に通報していなかったこと

が、対応をおくらせた原因の一つとして指摘

されています。

今、改めて児童虐待を防ぐためには、学

校、地域と児童相談所の連携強化が不可欠と

痛感しますことから、本市においての相談状

況と、その対応はどのようになされているの

か、お伺いします。

最後に、学校図書館の充実についてお伺い

します。

毎年４月２３日は、子供読書の日として位

置づけられており、朝の読書運動は全国の小

中学校に広がり、定着しております。子供た

ちの豊かな心をはぐくむ上で重要なのが良書

に親しむことです。

昨今、子供たちの活字離れが取り上げられ

ていますが、子供たちは、決して本を読まな

いのではなく、本を読むことの大切さを大人

が示してこなかったり、読書環境の整備が不

十分であったからではないかと感じます。

今後、ますます子供たちが本に親しみ、豊

かな想像力や情操をはぐくんでいけるよう、

読書活動を推進していくことが私たちの責務

であり、子供たちが心に響くよい本にめぐり

会い、読書の楽しさを味わいながら多くのこ

とを学び、健やかに成長していけるよう、学

校図書館の一層の充実を図っていくことがど

れほど大切なことかと考えます。

この本と読者を結ぶ大きな役割を果たして

くれるのは、専門性の高い司書であります。

この司書という関係で、興味深い話がありま

した。

それは、２００７年に仙台市博物館におい

て、吉村作治の壮大エジプト４０年展が開催

された折のことです。この展示会の中で、ア

クリルケースに入れられてライトアップされ

た「ツタンカーメンの秘密」と題する１冊の

本の中で、吉村作治さんが少年時代に出会っ

たこの本こそが、発掘調査４０年を駆り立て

た原点だったこと。そして、この本とめぐり

会わせてくれたのが学校図書館の司書であっ

たことが克明に紹介されていたのです。

人生を決定づける出会いが、図書館で司書

を通じてなされたことに驚き、感銘を受けま

した。

読書によるまちづくりを市発展の柱に位置

づけ、文部科学省の子供読書のまちにも指定

されている北海道恵庭市では、全小中学校に

専任司書を配置しており、この司書の配置に

よって学校図書館の雰囲気は一変し、休み時

間も開放され、お勧め本の展示コーナー開設

など、図書館がすっかり明るく魅力的にな

り、訪れる児童・生徒が後を絶たないと言い

ます。

特に、小学校での貸し出し冊数は、２００

４年の１人当たり平均１５冊から、２００７

年には４１冊へと飛躍的に増加したことか

ら、明らかに子供たちの読書意欲向上への効
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果が見てとれると思います。

このように学校図書館の充実こそが、子供

たちの読書教育の第一歩となると考えますこ

とから、本市においても専任司書の配置を検

討していただきたく、お伺いします。

以上で、私の質問を終わります。御答弁を

よろしくお願いいたします。

ただいまの１１番春○議長（馬場騎一君）

日洋子議員の質問に対する執行部の答弁を求

めます。

市長。

ただいまの春日議員○市長（種市一正君）

さんの御質問のうち、健康問題の２点目、特

定健康診査及び特定保健指導の現状と課題に

ついては私から、その他につきましては教育

長ほか関係部長等から答弁させますので、御

了承願いたいと思います。

まず、近年の急速な少子高齢化時代におき

ましては、医療費の伸びが過大とならないよ

うに、糖尿病等生活習慣病の発病や重症化を

予防し、メタボリックシンドローム──私も

その部類に入るかと思いますが──該当者並

びにその予備軍も減少させることを目的とし

て、平成２０年度から高齢者の医療の確保に

関する法律において、４０歳から７４歳まで

の方を対象に、新たに予防を重視した、いわ

ゆる特定健康診査及び特定保健指導を実施す

ることが、それぞれの医療保険者に義務化さ

れたところであります。

三沢市国民健康保険におきましては、平成

２０年３月に特定健康診査等を効果的かつ効

率的に実施するために、それまで実施してお

りました三沢市民総合健診の例も参考にし

て、三沢市特定健康診査等実施計画を策定

し、実施にかかわる基本的事項を定めまし

て、４０歳から７４歳までの国保加入対象者

に、腹囲や血圧の測定、コレステロールの検

査などを実施しまして、数値が基準を超えた

場合には、計画的に体質改善を進める、いわ

ゆる特定保健指導を実施しておるわけであり

ます。

平成２０年度国保加入者の対象者８,４８

７人のうち１,２０５人が特定健康診査を受

けまして、その受診率は１４.２％でありま

した。このうち１９１人が特定保健指導を必

要とされる方々であったことから、市の保健

師等による指導を受けているとのことであり

ます。

また、昨年の結果からは、受診率の向上が

課題となっておりまして、特に、４０歳代で

は４.１％、５０歳代が７.７％と、極めて低

い受診率となっていることから、昨年度は、

広報みさわ、あるいはまた、マックテレビ、

新聞報道等によりまして周知を図ってまいり

ましたが、今年度はさらに、昨年度と同様の

広報に加えまして、対象者全員に特定健康診

査申込書の郵送をいたしております。

さらに、４０歳代、５０歳代の受診を勧め

るためにも、仕事を持っている方々にも配慮

しまして、土曜日、日曜日も健診日程に組み

入れた結果、６月、７月の実施分の国保加入

者の申し込みは１,０２３人で、対象者に対

する申し込み者の割合は、４０歳代が７.７

％、５０歳代が８.２％となっているという

ことであります。

今後、９月以降においても健診が実施され

ることから、今年度はさらに受診率がアップ

するものと考えておりますので、御理解をい

ただきたいと思います。

以上であります。

健康福祉部長。○議長（馬場騎一君）

肺炎球菌○健康福祉部長（米田光一郎君）

ワクチンの公費助成についての御質問にお答

えいたします。

当市では、現在、健康増進事業で、疾病の

予防、早期発見・早期治療のための各種がん

検診の実施、また、高齢者の発症予防や重症

化予防等のためのインフルエンザワクチン接

種の公費助成も行ってきており、高齢者の方

の健康対策に努めているところでございま

す。

現在、日本人の死亡原因で肺炎は４位と

なっており、当市でも悪性新生物、心疾患、

脳血管疾患に次いで４位となっております。
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このうち、悪性新生物と肺炎は年々増加の傾

向にあります。当市の場合、肺炎でお亡くな

りになる方の約９６％の方が６５歳以上の高

齢者の方となっております。

さて、厚生労働省の予防接種に関する検討

会中間報告では、１番目として、肺炎球菌

は、肺炎の起因菌の２３％から３７％を占

め、基礎疾患を有する高齢者などが感染した

場合には重篤化しやすい感染症であるとして

おります。

２番目として、肺炎球菌ワクチンの接種に

つきましては、予防接種法の位置づけについ

ての検討は、我が国においても有効性、安全

性、費用対効果の研究を進め、さらに治験を

集積することが前提となると報告されており

ます。

日本では、肺炎球菌ワクチンは任意で接種

することとされております。さらに、このワ

クチンは、接種後５年間は抗体化が保持され

ることから、５年間は有効と考えられている

ところですが、日本では２度目の接種は認め

られておりません。

このような中、肺炎による医療費よりワク

チンの予防接種費用が経済的に安価である、

高齢者の方の健康維持という判断等から、肺

炎球菌ワクチンの予防接種について、公費助

成を実施する自治体がふえてきております。

平成２１年５月現在、全国的には１０３の

市区町村が公費助成を行っており、県内で

は、外ヶ浜町が７０歳以上の方を対象に、平

成１９年度から実施しております。また、東

通村では、２１年度から６５歳以上の方を対

象に実施する予定であると聞いております。

当市といたしましては、今後とも各種がん

検診の受診率アップやインフルエンザ予防接

種率の向上に努めてまいりますが、健康増進

事業の中での位置づけを考えた場合、この肺

炎球菌ワクチンの予防接種も、今後は重要に

なってくるものと認識しております。このこ

とから、肺炎球菌ワクチン接種の公費助成に

つきましては、国の予防接種に関する指針、

動向等を見きわめながら、医療費抑制効果も

含めて、総合的に検討してまいりたいと考え

ております。

次に、マグネット式ハート・プラスマーク

の配付についてお答えいたします。

議員さんの御質問の中にもありましたが、

ハート・プラスマークは、内部疾患、内部障

害があっても外部からは判断できないため、

身体内部を意味するハートマークに、思いや

りの心をプラスしたものを図案化したもの

で、このような方々への理解が深まるように

との思いから生まれたものでございます。

ハート・プラスマークは、障害者のための

国際シンボルマーク──車いすがデザインさ

れている一般に見るマークでございます──

のような幅広い周知にはまだ至っていないの

が現状と考えております。

市では、障害者のしおりにハート・プラス

マークを掲載して、御理解を図っているとと

もに、総合社会福祉センターの窓口にはハー

ト・プラスマークの図柄と、その意味を表示

して、市民の皆様にその趣旨をお知らせして

おります。

平成２１年４月現在、内部疾患で障害者手

帳をお持ちの方は４４３名おりますが、御質

問のマグネット式ハート・プラスマークの配

付につきましては、これまでは御要望がござ

いませんでした。

今後、御希望があった場合には、作成は、

マグネットシートに図案を張りつけるなどし

て、簡単に作成できますので、窓口において

作成方法等を御説明するなどの方法により、

内部疾患の方の御希望に沿いたいと考えてお

ります。

次に、児童虐待の現状と対応についてお答

えいたします。

児童虐待につきましては、全国では痛まし

い事件が発生しており、社会全体で早急に解

決すべき重要な課題となっております。

当市では、家庭相談員が２名配置されてお

り、知的障害、自閉症、非行、不登校、育

児、しつけなどに関して、年間３００件弱の

相談が寄せられております。このうち児童虐
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待の相談件数は、平成１８年度が２件、平成

１９年度が３件、平成２０年度７件となって

おります。この結果、児童相談所に送致した

件数が、平成１８年度１件、平成２０年度１

件で、残りは、市における助言・指導の対応

となっております。

相談には、体に傷がある、不衛生な状態が

続いているなど、通報という形をとることも

あり、児童虐待の相談経路は、保育所、幼稚

園、家族、親戚、知人、児童委員、市の保健

師、学校等さまざまです。相談があった場合

は、直ちにケース診断会議を開催し、情報収

集を行いながら、状況に応じて家庭訪問等を

行い、家族が抱えている問題の軽減化を図る

こととしております。

一方、緊急に立入調査や一時保護、あるい

は専門的な判断が必要な場合は、直ちに児童

相談所へ連絡し、児童相談所は、連絡を受け

た直後に立入調査を行い、一時保護等の必要

な措置を講じております。

市では、平成１７年度に、児童相談所を含

めた関係１６団体から成る三沢市要保護児童

対策協議会を立ち上げ、毎年、要保護児童の

早期発見や、要保護児童とその家族への適切

な支援を図るため、実務者会議、個別ケース

検討会議を開催し、関係機関とのネットワー

クの強化、情報交換による共通の認識を持つ

ことといたしております。

また、平成２０年度に児童虐待防止法が改

正され、児童の安全確認等のための立入調査

の強化、保護者に対する面会、通信の制限の

強化等が施行され、児童の安全確保のための

制度がより強化されました。

このことと連動して、市町村のための子供

虐待対応マニュアルが整備され、虐待予防、

未然防止、早期発見・早期対応が実践されて

おります。

今後とも現存の仕組みが十分機能するよう

関係機関との連絡を密にし、迅速な対応、適

切な対応に努めてまいりたいと考えておりま

す。

教育長。○議長（馬場騎一君）

教育問題の２点○教育長（横岡勝栄君）

目、学校図書館の充実についてお答えいたし

ます。

学校図書館につきましては、主体的・意欲

的な学習活動や読書活動の場として、学校教

育上重要な役割を担っております。

このことから、学校図書館の図書整備費に

つきましては、毎年計画的に予算化し、順

次、図書の整備に努めているところでありま

す。

今年度におきましては、当初予算で、小学

校８校分として１７０万円、中学校５校分と

して２８０万円、計４５０万円を予算化して

おりましたが、今般の地域活性化・経済危機

対策臨時交付金を活用し、さらに小学校１３

０万円、中学校２２０万円、計３５０万円を

補正予算として追加提案し、合計８００万円

の予算とし、一層の図書充実を図ることとし

ております。

さて、学校図書館の担当職員としては、学

校図書館法により、学校規模が１２学級以上

の学校には司書教諭の配置が義務づけられて

おり、また、配置義務のない１２学級未満の

学校においても、教員が学校図書館を担当し

ております。

議員さん御承知のとおり、当市において

は、学校図書の整理や修繕、読み聞かせな

ど、ボランティアの協力を得ながら、学校図

書教育をより一層推進しているところであり

ます。

御質問の専任司書の配置となりますと、県

教育委員会、上北教育事務所との協議の上、

教員人事との関連や教職員配置基準等の問題

もあり、県費教職員の配置はもう少し時間を

要する問題であります。

今後におきましても、子供たちのみずから

学ぶ力をはぐくむ活動の拠点として、また、

豊かな人間性をはぐくむ活動の拠点として、

学校図書館の整備・充実に努めてまいりたい

と考えております。

以上でございます。

１１番。○議長（馬場騎一君）
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質問の順に再質問○１１番（春日洋子君）

させていただきます。

はじめに、肺炎球菌ワクチンでございます

けれども、総合的に検討する旨の答弁をいた

だきました。

昨年度、部長の答弁にもございましたとお

り、実施された本市のインフルエンザ予防接

種につきましては、６５歳以上の対象者約

８,５００名に対して、受診者は約５,５００

名ほどであり、事業費が約１,７２０万円と

伺っておりました。

先ほど質問の中で紹介させていただきまし

た長野県波田町では、ワクチンの接種費用

６,０００円のうち２,０００円を公費助成

し、高齢者の接種費用の負担感を減らすこと

で、７９４名の接種者に対しての公費助成額

は約１５９万円であったということでした。

本市においても、先ほどの部長の答弁です

と、肺炎で死亡している方が、６５歳以上の

方が９６％にも上っているということではあ

りましたけれども、まずは、スタートの時点

で、年齢を７５歳以上の高齢者に対して、定

員を設定して行うことができないか、質問さ

せていただきます。

市長から答弁いただきました特定健診であ

りますけれども、受診日数をこれまでの１４

日から１８日間にふやし、また、若い世代の

４０歳、５０歳代の方も受診しやすいよう

に、土曜、日曜も取り入れていただいたとい

うことは、本当にこれからの効果は期待でき

ると思っております。

そこでさらに、該当者御自身の意識、自覚

を促すための具体的な取り組みが必要ではな

いかと考えているのです。それは、若い世代

も参加しやい健康講座の開催など、こういう

具体的な取り組みはお考えにないでしょう

か、お伺いしたいと思います。

そしてさらに、これまで保健相談センター

を受診会場としてまいりましたけれども、こ

の保健相談センターに加えて、指定の医療機

関にも協力をいただいて、より受診しやすい

方法をお考えに入れることはできないか、お

聞きしたいと思います。

ハート・プラスマークにつきましては、先

ほどの妊婦さんのマタニティマークとは趣旨

が異なりますので、可能な限りの範囲の中で

の心配りをお願いできればありがたく思いま

す。

児童虐待につきましては、北海道の帯広市

でも、また、先ほど部長から御答弁の中で、

本市にも、市町村に向けての対応マニュアル

は配付されているということでしたけれど

も、児童虐待対応時の本市としての行動指針

はどのようになっていますでしょうか、心構

えといいますか、そういうことは、具体的に

どのように指針が示されているのでしょう

か。

また、児童虐待とともに、児童相談が年間

３００件と伺いましたけれども、この児童相

談の内訳と、特に件数の多いものはどのよう

なものか、お聞きしたいと思っております。

最後に、学校図書館について、教育長から

御答弁いただきましたけれども、私もこのた

び、この質問に向けまして、市内小中学校１

３校すべてを訪問させていただき、学校図書

館の現状を見させていただきました。

その中で、多くの感想を持つこととなりま

したけれども、ほんの一例を申し上げてみま

すと、学校図書館の明るい雰囲気であった

り、図書の見出しがわかりやすく張り出さ

れ、利用しやすい雰囲気、また、図書と利用

者がバーコードで管理されて、貸し出しの際

は対応しやすく、また、学校では何の本がど

れだけ児童・生徒に利用されているかという

ことが、データが一目瞭然で示される。

また、学校ボランティアのお母様方が本の

補修や修理を定期的に行い、読み聞かせも

行っているところもありました。大変協力的

であります。

また、ちょっと残念なことでありますけれ

ども、古い本が廃棄されておらず、書棚に二

重におさめられているのです。奥の本は、い

つどのように取り出して、それを利用できる

のでしょうか。
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また、７００名を超える児童数に対しての

学校が、非常に図書室が狭い。当然、狭いも

のですから、冊数がとても少なく感じまし

た。

中学校においては、平成１５年４月より、

１２学級以上の学校には司書教諭の配置とい

うことが、国の制度では定められましたけれ

ども、現場で先生方が教科を持ったり、担任

をしているために、司書教諭の役割を果たす

ことができない、全く時間がとれないに等し

いなどの感想を持ちました。

そこで、こういう背景を踏まえて、２点質

問させていただきます。

現在、学校の図書ボランティアのお母さん

方が活動してくださっている以外の学校にお

きましては、これまでボランティアを募集さ

れてきた経緯があるかどうかです。

そしてまた、２点目ですけれども、三重県

四日市市では、民間委託による巡回型の、全

小学校への司書配置をしておりました。大変

好評であるとのことでありましたので、最小

の予算で最善を尽くしていただきたいという

願いのもとに、本市におきましても、例えば

教育委員会に司書の資格をお持ちの方を嘱託

として採用し、各学校を回り、図書ボラン

ティアの方へ図書の整備の仕方を学んでいた

だくなどの役割を担っていただくことはでき

ないでしょうか。

以上の点を質問させていただきます。

答弁願います。○議長（馬場騎一君）

健康福祉部長。

再質問の○健康福祉部長（米田光一郎君）

４点について、若干順番が変わるところがご

ざいますが、了承いただきたいと思います。

まず、ハート・プラスマークにつきまして

は、ハート・プラスマークの会で商標登録し

ているものですから、そことの関係を考慮し

ながら、できるだけ心配りしたいと考えてお

ります。

次に、肺炎球菌ワクチンの件でございます

が、７５歳以上の方に限定してやってみたら

どうかということですが、市といたしまして

も、当該肺炎球菌ワクチンに関しては、非常

に今後重要になるだろうと、先ほど答弁で申

し上げた、そのような認識を持っておりま

す。ただ、現状では少し、やるとか、やらな

いかではなくて、検討させていただきたいと

いう段階でございます。

次に、児童相談の内容と件数でございます

が、児童相談の内容につきましては、市のほ

うで１９分類を行いまして、統計をとってお

ります。その中で、一番多いのが知的障害に

関する相談が９９件で、一番多くなっており

ます。それ以外では、言語発達に関する相

談、それと、不登校に関する相談、これらが

多くなって、毎年約３００件弱の相談が寄せ

られております。

次に、児童虐待に対する心構えとか指針の

ことでございますが、大塚副市長から、保護

者から訴えられるリスクよりも、手おくれに

なるリスクのほうが大きいということを心に

銘じて行動してくださいという指示がありま

した。職員にもそれを伝えてありますので、

この指示に基づき、訴えられることを考える

前に行動するという体制で現在は行っており

ます。これが心構えでございます。

以上でございます。

教育長。○議長（馬場騎一君）

議員さんの再質問○教育長（横岡勝栄君）

にお答えさせていただきます。

まず、議員さんみずからすべての小中学校

を御訪問されたということで、大変ありがと

うございます。その上で、学校図書館の実

態、それから、司書教諭の多忙さ、それを実

感されての御質問だったと思います。

まず１点目、図書ボランティアをこれまで

募集したことがありますかという御質問でし

た。

教育委員会としては、主となって、すなわ

ち、教育委員会が主催してというか、積極的

にということで募集したことは今まではあり

ません。これは、御存じのように、ＰＴＡの

さまざまな組織の中で発案されて、あるいは

検討されてということで、ボランティアは続
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いているようであります。

それから、２点目の教育委員会に司書の資

格を持った嘱託をというお話でした。採用し

たほうがいいのではないかということなので

すが。

実は、現状、図書館教諭の多忙さ、あるい

は図書館の実態ということから、こういうお

話をされたと思うのですが、実際、私たちが

今考えていることは、学校図書館、こういう

整理の仕方、みんなこういう勉強の仕方をし

たほうがいいのではないかという、今、素案

を持っていることは、学校の先生方は長期休

業日があります。例えば夏休み３３日間、冬

休み２３日間、合わせて２カ月もあるわけで

す。この間に、先生方が一堂に一丸となっ

て、全員で学校図書を整理する日。例えば午

前中、研究会、話し合いをして、午後から学

校図書を整理する日。

これは、学校の先生が多くなると、日常ほ

とんど図書館に入る暇のない先生方もあるか

もわかりません。そういう意味で、全員で学

校図書の実態を知る、そして、全員で整理を

する、こういう日を設けていただきたいとい

うことを、今後、学校現場に呼びかけていき

たいなと。せめて夏休み、半日、研究会、協

議会をやって、午後、整理をする、これを３

日間くらいやるとかなりの整理ができると思

うということで、こういうことを提案してみ

たいなと思います。

ということで、当分の間は、嘱託として教

育委員会にというのは、もう少し時間をいた

だきたいと思います。

以上です。

民生部長。○議長（馬場騎一君）

特定健診に対す○民生部長（宮崎倫子君）

る再質問についてお答えいたします。

４０代、５０代の働き盛りの方に、まず健

診を受けていただきたいというのが私どもの

思いでございます。その中でも、自覚を促す

ためにということで、まず、ことしは対象者

の方全員にお手紙をお出しいたしました。そ

れから、土曜日、日曜日を健診日程に組み入

れて、受けていただくということをお願いし

たいと思っております。

そして、早期のメタボリックシンドローム

対策、４０代、５０代の方に受けていただく

ことによって、健康を保持していただくとい

うことをお願いしたいと思っております。そ

のためにも、健康講座というのも、ある意味

では有効なのではないかということで、検討

してみたいと思います。

そして、市内には健康関連のボランティア

の団体がありますので、その方々からも御協

力をいただいて、さらに受けていただくよう

に、受診率をアップするようにというふうに

努めてまいりたいと考えております。

それから、保健相談センター以外での受診

でございますが、それにつきましては、デー

タ管理とか費用の問題もございますので、そ

れについては、今後の検討課題とさせていた

だきたいと思います。

以上でございます。

１１番。○議長（馬場騎一君）

ここで、突然では○１１番（春日洋子君）

ございますけれども、教育委員長と市長へお

尋ねさせていただきたいと思いますが、図書

に関してのことです。

教育委員長は、学校訪問の折、各学校の図

書館をごらんになって、今までどのような所

感をお持ちでしょうか、その点をお聞かせ願

いたいと思います。

また、市長につきましては、大変読書家で

ありまして、公務多忙の折にあっても、月に

何冊もの読書をされていると伺っております

けれども、これまで学校訪問をされた折に、

図書館を見学される機会はおありでしたで

しょうか。残念ながら、いまだなかったとし

ましたら、ぜひその機会をつくっていただ

き、学校図書館の状況を市長みずから見てい

ただきながら、より一層の充実に向けてバッ

クアップをしていただきたいと願っておりま

すが、いかがでしょうか。よろしくお願いい

たします。

市長。○議長（馬場騎一君）
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お答えをいたしたい○市長（種市一正君）

と思います。

学校訪問は、まだ全校を歩いておりません

けれども、何校か残しております。昼食を一

緒に食べるというような報道がされておりま

すけれども、その前にいろいろ学級とか、図

書館とか、体操している様子とか、いろいろ

見せてもらっております。

ただ、問題は、図書館については、恐らく

お昼とか放課後が利用されておりますので、

その辺については、まだ時間的に出会ったこ

とがないので、所感ということにはならない

と思いますが、それでも、いろいろと先生方

からもそういう情報を聞いておりまして、非

常に図書熱というか、本を読む、各学校とも

そういう指導をやっているようでありまし

て、感心しておりました。

以上であります。

教育委員長。○議長（馬場騎一君）

お答えしたい○教育委員長（熊野 稔君）

と思います。

私も長年、学校の図書館を学校訪問等の

折々見させていただいています。全く春日先

生のおっしゃることと同感の部分がたくさん

ございます。この辺を踏まえまして、さらに

今回の御提言も踏まえて、今議会終了後に、

通例の学校訪問がございますので、私も含め

て全委員が、さらに図書館を重点的に拝見を

しながら、よりよい方向を模索してまいりた

いというふうに改めて決意を持っておりま

す。どうぞ御理解いただきたいと思います。

以上で、１１番春日○議長（馬場騎一君）

洋子議員の質問を終わります。

─────────────────

以上で、本日の日程○議長（馬場騎一君）

は終了しました。

なお、明日から１７日までは、特別委員会

審査のため、本会議は休会となります。

次回本会議は、１８日午前１０時から会議

を開きます。

本日は、これをもって散会します。

午前１１時４３分 散会


